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し

し

「駿 府御 役 人附」

(沼津市明治史料館所蔵、31.5× 44セ ンチ)

駿
府
御
役
人
附
の

湯
原
三
助

明
治
元
年

（
一
八
六
八
）
も
し
く
は

二
年
に
木
版
で
刷
ら
れ
た
駿
河
府
中
藩

（静
岡
藩
）
の
役
人
名
簿
に

「駿
府
御
役

人
附
」
が
あ
る
。
こ
の
史
料
に
つ
い
て

は
、『
沼
津
市
誌
』
上
巻

（
一
九
六

一
年
、

５４１

・
５４７
頁
）
に
も
部
分
的
に
引
用
、
紹

介
さ
れ
て
お
り
、
同
書
で
は
二
年
正
月

の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
刷
ら

れ
た
文
字
で
は
、
当
時
江
原
素
六
は
、
「湯

原
三
助
」
の
名
で
陸
軍
御
用
重
立
取
扱

の

一
人
と
な

っ
て
い
る
。
江
原
は
撤
兵

隊
長
と
し
て
官
軍
に
抗
戦
し
た
結
果
、

新
政
府
の
お
尋
ね
者
に
な

っ
て
い
た
た

め
、
駿
河
移
住
時
に
は
小
野
三
介
と
か

水
野
泡
二
郎

・
江
原
三
介
と
い
っ
た
変

名
を
使
っ
て
い
た
と
い
ン２

し
か
し

「湯

原
」
を
名
乗

っ
た
こ
と
が
あ

っ
た
の
か

ど
う
か
は
疑
間
で
あ
る
。
『
沼
津
市
誌
』

は
こ
れ
を
江
原
の
変
名
で
あ
る
と
し
て

い
る
が
、
む
し
ろ
こ
の
場
合
は
、
「江
」

と

「湯
」
の
単
純
な
誤
植
で
あ
る
と
考

え
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
す
ぐ
前
の

「藤
沢
長
次
郎
」
は
明
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ら
か
に
藤
沢
長
太
郎
の
誤
り
で
あ
り
、
他

の
箇
所
に
も
間
違
い
が
目
立
つ
。
ま
た
、

明
治
二
年
正
月
印
刷
の
別
の
版
の
役
人

付

（学
問
所
御
用
製
本
所

。
板
元
本
屋

市
蔵
、六
段
記
載
形
式
で
縦
の
仕
切
り
線

が
あ
る
も
の
、
原
渡
辺
八
郎
家
文
書
Ａ
Ｉ

ｌ５９
）
で
は
、
「江
原
三
介
」
「藤
沢
長
太

沼
津
兵
学
校
第
九
期
資
業
生
に
自
井

藤

一
郎
と
い
う
人
物
が
い
た
。
彼
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、最
初
掛
川
に
移
住
、

後
に
工
部
大
学
校
機
械
科
の
第
二
回
卒

業
生
と
な
り
、海
軍
造
船
大
監
を
つ
と
め

た
と
い
う
以
外
、
詳
し
い
経
歴
は
不
明
で

あ

つ
た
。
中
に
は
名
前
す
ら
「藤
次
郎
」

（石
橋
絢
彦
「沼
津
兵
学
校
沿
革
」五
）、
「藤

五
郎
」
（『
掛
川
市
誌
』
）
な
ど
と
誤

っ
て

記
さ
れ
た
も
の
も
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が

こ
の
ほ
ど
、横
須
賀
市
西
浦
賀
町
の
東
福

寺
に
存
在
す
る
墓
碑
か
ら
、
詳
し
い
経
歴

が
判
明
し
た
。
以
下
が
そ
の
碑
文
で
あ
る
。

日
井
君
碑

海
軍
造
船
大
監
正
五
位
勲
二
等
臼
井
君

碑
銘
　
海
軍
大
将
正
三
位
大
勲
位
功

一

郎
」
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
い

う
こ
と
は
、
二
年
正
月
版
で
誤
り
が
訂
正

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
『
沼
津
市

誌
』
で
は
二
年
正
月
の
も
の
と
し
て
い

る
が
、実
は
こ
の

「駿
府
御
役
人
附
」
は

そ
れ
よ
り
前
に
発
行
さ
れ
た
も
の
と
い

う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

韓
国
蔚
山
海
我
艦
被
傷
還
佐
世
保
者
修

繕
期
六
日
時
君
適
病
聞
命
力
疾
替
励
人

或
止
之
不
聴
日
是
吾
職
也
拮
不
寝
者
数

昼
夜
病
革
熱
甚
誇
語
屡
作
然
係
職
司
者

指
揮
応
答
未
曾

一
錯
其
工
続
畢
遂
不
起

嵯
乎
若
君
可
謂
以
死
奉
公
尖
君
諄
藤

一

郎
以
安
政
三
年
四
月
二
日
生
於
浦
賀
考

諄
道
考
娩
山
崎
氏
家
世
仕
幕
府
明
治
初

移
遠
江
掛
川
籍
静
岡
藩
君
甫
十
余
歳
受

藩
命
学
於
沼
津
兵
学
校
明
治
八
年
選
入

工
学
寮
専
攻
機
械
工
学
以
甲
第
卒
業
為

工
学
士
任
海
軍
三
等
工
長
進
大
技
士
主

幹
横
須
賀
造
船
所
機
械
科
累
遷
造
船
大

監
陛
叙
従
五
位
勲
五
等
三
十
六
年
補
佐

世
保
海
軍
造
船
廠
長
会
職
制
革
更
補
造

機
部
長
又
営
為
工
科
大
学
講
師
造
船
規

程
調
査
委
員
少
好
音
楽
晩
学
禅
於
釈
宗

演
有
所
造
詣
臨
歿
特
旨
叙
正
五
位
勲
三

等
賜
旭
日
中
綬
章
得
年
四
十
九
子

一
人

日
鐙
太
郎
嗣
君
歿
之
明
年
五
月
親
族
僚

友
相
謀
将
建
碑
表
之
嘱
余
作
銘
適
敵
艦

三
十
余
艘
入
朝
鮮
海
峡
我
連
合
艦
隊
遊

撃
大
破
之
君
所
監
造
三
笠
実
為
司
令
長

官
東
郷
大
将
旗
艦
云
銘
日

列
邦
対
峙
　
物
競
力
敵
　
火
砲
釣
轟

水
雷
騰
郷
　
軽
何
堅
艦
　
縦
横
蒻
聞

鳴
呼
大
監
　
深
究
精
研
　
董
造
得
宣

百
戦
維
全
　
偉
尖
蕨
績
　
千
秋
永
伝

し

明
治
四
十
年
九
月

従
六
位
内
田
周
平
撰

海
軍
機
関
少
将
正
五
位
勲
二
等

功
三
級
山
本
安
次
郎
書

こ
の
文
面
か
ら
は
、
臼
井
が
安
政
三

年

（
一
八
五
六
）、
浦
賀
生
ま
れ
で
あ
る

こ
と
、
維
新
時
掛
川
に
移
住
、
沼
津
兵

学
校
に
学
ん
だ
こ
と
、
工
学
寮

（二
部

大
学
校
）
を
卒
業
し
た
こ
と
、
海
軍
に

奉
職
し
明
治
三
十
年

（
一
八
九
七
）
か

ら
三
十
六
年

（
一
九
〇
三
）
ま
で
イ
ギ

リ
ス
に
滞
在
し
戦
艦
三
笠
な
ど
の
建
造

を
監
督
し
た
こ
と
、
佐
世
保
海
軍
造
船

廠
長

・
工
科
大
学
講
師
な
ど
を
歴
任
し

た
こ
と
、
日
露
戦
争
で
は
傷

つ
い
た
艦

船
の
修
理
に
獅
子
奮
迅
の
活
躍
を
し
た

が
、
日
本
海
海
戦
の
大
勝
利
を
目
に
す
る

こ
と
な
く
、
明
治
三
十
七
年

（
一
九
〇
四
）

四
十
九
歳
で
病
没
し
た
こ
と
な
ど
が
わ

か
る
。
連
合
艦
隊
司
令
長
官
の
東
郷
平

八
郎
が
題
額
の
書
を
担
当
し
て
い
る
。

こ
の
碑
以
外
の
文
献
か
ら
は
以
下
の

こ
と
が
わ
か
る
。
日
井
家
は
代
々
幕
府

の
浦
賀
奉
行
所
の
同
心
を
つ
と
め
て
い

た
。
藤

一
郎
は
諄
を
道
紀
と
い
い
、
同

家
の
十
代
目
に
な
る
。
父
道
考

（藤
五

郎
）
は
、
奉
行
所
の
組
頭
や
砲
術
世
話

役
も

つ
と
め
た
。
同
家
に
残
さ
れ
た
膨

シ
リ
ー
ズ

沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材
〈ん
ヽ

海
軍
造
船

の
功
労
者

臼
井
藤

一
郎

一一一

級
伯
爵
東
郷
平
八
郎
題
額

明
治
三
十
七
年
八
月
二
十
二
日
海
軍
造

船
大
監
臼
井
君
没
於
佐
世
保
海
軍
病
院

夫
人
高
橋
氏
奉
喪
帰
以
其
月
三
十

一
日

葬
干
相
模
浦
賀
東
福
寺
螢
域
横
須
賀
佐

世
保
両
鎮
守
府
司
令
長
官
及
同
僚
諸
士

莫
不
街
哀
致
弔
以
痛
惜
焉
君
為
人
沈
毅

寡
言
居
職
格
勤
理
事
績
密
二
十
七
年
清

国
喩
盟
海
警
孔
棘
君
在
横
須
賀
造
修
艦

船
軟
掌
竣
正
三
十
年
奉
命
赴
英
国
監
造

三
笠
朝
日
二
艦
五
年
終
事
二
十
六
年
秋

露
国
有
違
言
廟
議
漸
動
君
奉
命
赴
佐
世

保
董
修
敷
島
八
島
浅
間
等
諸
艦
以
備
出

師
明
年
遂
伐
露
佐
世
保
最
為
水
軍
要
地

君
職
事
甚
劇
日
夜
励
精
修
理
艦
船
前
後

数
十
艘
八
月
我
第
二
艦
隊
破
敵
艦
隊
於

Ｌ
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大
な
古
文
書
は
横
須
賀
市
立
図
書
館
に

寄
贈
さ
れ
、
翻
刻

・
刊
行
も
進
め
ら
れ

て
い
る

（横
須
賀
史
学
研
究
会
編

・
刊

『
新
訂
臼
井
家
文
書
』
）
。

藤

一
郎
の
最
初
の
妻
は
浦
賀
奉
行
所

与
力
中
島
三
郎
助
の
娘
だ

っ
た
が
、
藤

一
郎
は
、
箱
館
戦
争
で
戦
死
し
た
中
島

の
た
め
明
治
二
十
四
年

（
一
八
九

一
）

浦
賀
に
建
て
ら
れ
た
顕
彰
碑
の
建
設
発

起
人
の

一
人
に
な

っ
て
い
る
。

な
お
、
藤

一
郎
の
碑
文
の
書
を
担
当

し
た
山
本
安
次
郎

（
一
八
六

一
～

一
九

一
三
）
は
、
浦
賀
奉
行
所
同
心
の
出
身

で
長
崎
海
軍
伝
習
所
に
学
び
咸
臨
丸
に

も
乗
艦
し
た
山
本
金
次
郎
の
息
子
で
あ

り
、
旧
幕
臣
と
し
て
臼
井
と
同
様
掛
川

し

に
移
住
、
掛
川
衆
学
所

（こ
の
学
校
を

沼
津
兵
学
校
掛
川
支
寮
と
称
す
る
文
献

も
あ
る
が
根
拠
不
明
）
に
学
ん
だ
人
で

あ
る
。
日
井
は
掛
川
衆
学
所
か
ら
途
中

沼
津
兵
学
校
に
転
入
す
る
が
、
山
本
と

は
浦
賀
や
掛
川
以
来
の
旧
友
だ

っ
た
の

で
あ
る
。
臼
井
や
山
本
は
、
中
島
三
郎

助

・
佐
々
倉
桐
太
郎

。
浜
口
興
右
衛
門

・

春
山
弁
蔵

・
山
本
金
次
郎
ら
、
長
崎
海

軍
伝
習
所
に
学
び
幕
府
海
軍
の
創
建
を

担

っ
た
浦
賀
奉
行
所
出
身
第

一
世
代
に

対
す
る
第
二
世
代
と
言
え
よ
う
。

こ
の
小
文
を
作
成
す
る
に
あ
た

っ
て

は
、
東
福
寺
、
鈴
木
亀
二
、
山
本
詔

一
、

小
林
晶
子
の
皆
様
に
ご
教
示
い
た
だ
い

た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

愛
鷹
牧
は
江
戸
幕
府
が
駿
河
国
に
設

置
し
た
馬
の
牧
場
で
あ
る
。
そ
の
管
理

を
任
さ
れ
た
地
元
責
任
者
を
牧
士

（も

く
し
）
と
い
う
。
牧
士
に
は
地
域
の
有

力
な
豪
農

・
豪
商
が
任
命
さ
れ
、
幕
府

か
ら
は
給
金
を
支
給
さ
れ
、
苗
字
帯
刀

を
許
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
役
を
つ
と
め

る
こ
と
を
名
誉
と
し
た
。

年
に

一
回
行
わ
れ
る
捕
馬

（馬
の
捕

獲
）
は
、
多
数
の
農
民
を
勢
子
と
し
て

動
員
し
た
大
々
的
な
も
の
で
、
牧
士
が

そ
の
権
威
を
示
す
の
に
は
う

っ
て
つ
け

の
好
機
で
あ

っ
た
。
近
郷
近
在
か
ら
は

多
く
の
見
物
人
が
集
ま
り
、
捕
獲
場
所

の
周
辺
は
大
変
賑
わ

っ
た
。
し
か
し
、

威
勢
を
振
る
う
牧
士
は
、
見
物
人
と
の

間
で
ト
ラ
ブ
ル
も
引
き
起
こ
し
た
。

沼
津
藩
士
の
出
身
で
明
治
後
は
キ
リ

ス
ト
教
の
牧
師
に
な

っ
た
三
浦
徹
は
、

少
年
時
代

（文
久
期
）
の
思
い
出
と
し

て
、
捕
馬
を
見
物
に
行

っ
た
際
、
見
物

場
所
を
め
ぐ

っ
て
牧
士
と
争
い
が
あ

っ

た
こ
と
を
後
年
書
き
残
し
て
い
る
。
威

張
る
牧
士
は
、
先
に
良
い
場
所
に
陣
取
っ

て
い
た
三
浦
の
連
れ
の
沼
津
藩
士
を
追

い
出
そ
う
と
し
た
が
、
「俺
を
沼
津
藩
士

と
知
っ
て
の
こ
と
か
―
」
と

一
喝
さ
れ
、

急
に
ペ
コ
ペ
コ
し
出
し
た
と
い
う
エ
ピ

ソ
ー
ド
で
あ
る
。

ク
リ
ス
チ
ヤ
ン
で
あ
る
三
浦
は
、
こ

の
逸
話
か
ら
、
騎
慢
は
失
敗
の
基
で
あ

る
と
い
う
教
訓
を
導
き
出
す
と
と
も
に
、

相
手
の
失
敗
を
愉
快
に

思

っ
た
自
分
自
身
を
も

離
翔　
戒
め
る
文
章
を
残
し
て

敗
Ｈ
　
ぃ
る
（三
浦
徹
『恥
か

は

暗
　
記
』
所
収

「牧
士
失
敗

牡
備
　
の事
」
お
よ
び
『喜
の

Ｆ
　

　

音
』
１４２
号
所
収

「牧
士

の
失
敗
」
）。

▲
臼
井
藤

一
郎

（『造
船
協
会
四
十
年
史
』
よ
り
）

臼井藤―郎墓碑

(横須賀市 東福寺)

）

孝
″
一
ぬ
ま
づ
近
代
史
点
描

⑩
難
専幣
一一一一一一拳
雄
一一著
慕
義各
率
髪
輩
一

愛
鷹
牧
士
と
沼
津
藩
士
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史
料
目
録
２３

『
下
香
貫
森
田
家

・
高

田
家
文
書
目
録
』
（Ｂ
５
版

。
１６４
頁
、

頒
価

一
、
○
○
○
円
）
、

２４

『
本
町
和
田

家

・
岡
宮
杉
山
家
文
書
目
録
』
（Ｂ
５

版

。
１１０
頁
、
頒
価
八
〇
〇
円
）
。
い
ず

れ
も
当
館
で
収
蔵

・
保
管
す
る
文
書

・

マ
イ
ク
ロ
フ
イ
ル
ム
資
料
の
目
録
で
す
。

利
用
の
際
の
検
索
手
段
と
し
て
有
効
で

す
。館

ロ
ビ
ー
で
放
映
し
て
い
る
ビ
デ
オ

に
新
た
な
作
品
が
加
わ
り
ま
し
た
。
昭

和
十
年

（
一
九
二
五
）
に
執
り
行
わ
れ

た
江
原
素
六
未
亡
人
縫
子
の
葬
儀
や
同

十

一
年
に
建
立
さ
れ
た
江
原
素
六
銅
像

の
除
幕
式
を
撮
影
し
た
貴
重
な
フ
イ
ル

ム
を
編
集
し
た
も
の
。
時
間
１４
分
。

４
月
２８
日

（水
）
、
４
月
３０
日

（金
）、

５
月
６
日

（木
）
以
外
は
開
館
し
て
い

ま
す
。

５
月
１９
日

（水
）
は
江
原
素
六
の
墓

前
で
記
念
祭
が
開
催
さ
れ
、
当
館
の
展

示
室
も
無
料
で
開
放
し
ま
す
。

多
比
渡
辺
家
文
書

（松
本
隆
平
様
）
、

自
岩
寛
水
画
色
紙
他

（石
井
敏
子
様
）
、

久
保
田
泰
温
画
掛
軸

（蒲
原
町

。
長
栄

寺
様
）、
原
南
翁
画
扁
額

（吉
田
益
夫
様
）、

古
新
聞

（相
原
ゆ
き
様
）、
旧
幕
臣
辞
令

（内
藤
昌
義
様
）、
岩
崎
久
弥
書
簡

（山

本
三
朗
様
）、
愛
国
百
人

一
首
か
る
た

（渡

辺

一
平
様
）、
渡
瀬
昌
邦

・
寅
次
郎

・
庄

三
郎
兄
弟
写
真

（村
上
素
男
様
）、
江
原

素
六
書
簡

（山
本
静
男
様
）

日
野
足
立
家
文
書

（足
立
誠

一
様
）
、

本
町
和
田
家
文
書

（和
田
夏
樹
様
）

岡
宮
杉
山
家
文
書
、
今
沢
天
野
家
文

書
、
木
瀬
川
区
有
文
書
ほ
か

駿
河
古
文
書
会
編

『
続
駿
河
の
古
文

書
』、
『静
岡
の
文
化
』
５５
号
、
『韮
山
町

史
』
年
表
、
静
岡
県
茶
文
化
振
興
協
会

『
茶
道
楽
』
１０
号
、
静
岡
市
教
育
委
員

会

『
写
さ
れ
た
明
治
の
静
岡
』
、
『
伊
豆

の
国
　
第

一
集
』、
田
村
貞
雄
編

『徳
川

慶
喜
と
幕
臣
た
ち
』、
『静
岡
新
聞
』
「美

、し

術
館

・
博
物
館
め
ぐ
り
」
欄
、
磐
田
市

教
育
委
員
会

『
い
わ
た
の
明
治
維
新
と

近
代
化

（ビ
デ
オ
）
』

米
山
梅
吉
記
念
館
常
設
展
示
、
原
地

区
セ
ン
タ
ー
開
館
記
念
展
示
会
、
静
岡

市
教
育
委
員
会

「徳
川
慶
喜
と
明
治
の

静
岡
」
写
真
展
、
富
士
市
立
博
物
館

「加

島
　
米
と
水
」
展
、
中
近
東
文
化
セ
ン

タ
ー

「ギ
ー
ラ
ー
ン
」
展
、
フ
ジ
テ
レ

ビ

・
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン

「鉄
道
唱
歌
の
旅
」、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
静
岡
支
店
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
沼
津
市
立
図
書
館
企

画
展

「も

っ
と
知
ろ
う
沼
津
―
ぬ
ま
づ

が
い
ち
ば
ん
―
」、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ

「金
曜
フ
オ
ー
ラ
ム
」、
函
南
町
教
育
委

員
会

「親
子
で
考
え
る
平
和
」
展
、
磐

田
市
立
図
書
館

「磐
田
と
山
中
共
古
」

展
、
日
本
テ
レ
ビ

「お
も
い
つ
き
リ
テ

レ
ビ
」、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
静
岡
放
送
局

・
静
岡
百

年
映
像
の
２０
世
紀
、
キ
ラ
メ
ッ
セ
ぬ
ま

づ

「ふ
じ
の
く
に
い
ず
の
く
に
メ
ッ
セ

９９
」沼

津
香
陵
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
皆

さ
ん
が
ビ
デ
オ

「沼
津
兵
学
校
」
を
制

Ｌ

作
し
、
沼
津
市
内
の
小
中
高
校
や
市
立

図
書
館

へ
寄
贈
し
ま
し
た
。
著
作
は
当

館
が
担
当
し
た
も
の
で
、
兵
学
校
に
つ

い
て
概
説
を
紹
介
す
る
内
容
で
、

１５
分

の
作
品
に
な

っ
て
い
ま
す
。

４
月
１
日
付
の
人
事
異
動
に
よ
り
、

当
館
館
長

（兼
教
育
委
員
会
事
務
局
参

事
）
と
し
て
大
川
雅
夫

（前
市
民
文
化

セ
ン
タ
ー
所
長
）
が
就
任
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
当
館
と
歴
史
民
俗
資
料
館

館
長
を
兼
務
し
て
い
た
大
場
章
吉
は
歴

史
民
俗
資
料
館
館
長

（専
任
）
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

４
月
１
日
付
で
沼
津
市
教
育
委
員
会

の
機
構
改
革
が
行
わ
れ
、
当
館
は
こ
れ

ま
で
属
し
て
い
た
社
会
教
育
課
が
生
涯

教
育
課
と
文
化
振
興
課
に
分
離
し
た
結

果
、
文
化
振
興
課
に
属
し
ま
し
た
。

沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
　
第
５７
号

鰤
諜

沼
津
市

明
治
史

料
館

髪
冽
オ
ｒ

〒
４１０
１
鰤
沼
津
市
西
熊
堂
三
七
二
―

一

電
　
話

〇
五
五
九
―
二
三
―
三
二
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｏ
五
五
九
―
二
五
‐
三
〇

一
八
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